
(様式第1号)

1 . 施設名

2 . 施設の概要

3 . これまでの管理運営状況

4 . 現指定管理者の指定期間

( 年

5 . 指定管理料

年度(ア) 年度(イ)

千円 千円 千円

※（ア）は当該年度，（イ）は前年度とし，それぞれ決算額ベース。

6 . 指定管理者が行う管理運営業務の内容

指定管理者制度導入施設の管理運営状況 【令和 7 年度】

指定 管 理 者 名 株式会社オニコウベ

施 設 所 管 課 大崎市鳴子総合支所地域振興課

施 設 の 住 所
大崎市鳴子温泉字星沼13-323(ﾚｽﾄﾊｳｽ)
大崎市鳴子温泉字星沼13-325(駐車場)

電 話 番 号 0229-87-2050

設 置 年 月 日 平成１８年　３月３０日 設置条例等 大崎市鳴子峡レストハウス条例

設 置 目 的 鳴子峡を訪れる住民と観光客の利便と安全を図り，本市の観光振興に寄与する

施 設 の 内 容
鳴子峡レストハウス，公衆トイレ，ゴミ集積所，プロパン庫，敷地内の外溝及び植栽，駐車場及び周辺
区域

利 用 料 金
【駐車場】　大型自動車　１，５００円　中型自動車　１０００円　普通自動車　５００円　自動二輪車　２０
０円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【周辺用地】　１日１㎡当たり　２０円　

閉 館 日 ， 開 館 時 間
開館日　４月19日から１１月２4日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
閉館時間　午前８時３０分から午後５時００分まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

期 間 管 理 形 態 管理受託者又は指定管理者等

平成 18 年度～平成 19 年度 1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他 3 ㈱鬼首リゾートシステムズ

平成 19 年度～平成 22 年度 1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他 2 ㈱オニコウベ

平成 23 年度～ 1.直営・2.管理受託・3.指定管理・4.その他 3 ㈱オニコウベ

指定期間 令和　３年　４月　１日 ～ 令和１３年　３月３１日 10 ヶ月)

選定方法 2 1.公募 (応募者数： 団体） 2.非公募

令和 7 令和 6 (ア)　-　(イ)

0 0 0

指定事業（業務）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・飲食物の提供に関する業務。・物品の販売に関する業務。・駐車場施設の提供に関する業務。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・施設の維持及び管理に関する業務。・利用の許可，取り消し等に関する業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・利用料金の徴収，減免及び返還に関する業務

自主事業：

※１～６，９：施設所管課記入
　７：指定管理者記入
　８：指定管理者及び施設所管課記入

施設名
大崎市鳴子峡レストハウス
大崎市鳴子峡中山側駐車場
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7 . 利用実績等

(1)利用者数 (単位：人，件)

※上段に前年度実績を記載し，下段に当該年度実績を記載すること。

※指定事業に係る利用者数を記載し，自主事業による人数・件数は記載しないこと。

(2)利用料金収入 (単位：千円)

※上段に前年度実績を記載し，下段に当該年度実績を記載すること。

※指定事業に係る利用料金を記載し，自主事業による収入は記載しないこと。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

令和 6 年度 1,184 3,622 1,906 1,520 2,354 2,102 19,667 27,084 ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ 59,439 

令和 7 年度 1,028 3,159 2,410 2,072 2,994 2,741 18,225 26,511 ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ 59,140 

主な増減要因
国内のツアー，インバウンドの立ち寄りも全盛期ほどではないが徐々に増えている。
熊出没警報等により国内旅行者の減。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計

令和 6 年度 1,187 3,611 1,929 1,569 2,534 2,224 26,134 35,330 96 ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ 74,614

令和 7 年度 1,061 3,161 2,550 2,036 3,120 2,768 23,173 36,188 63 60 ｸﾛｰｽﾞ ｸﾛｰｽﾞ 74,180

主な増減要因 上記による
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(3)サービス向上や利用者数の増加等のために実施した主な取組み

(4)施設利用者の主な声やその対応状況

(5)施設の管理運営における課題

・建物内及び公衆トイレの清掃の徹底とオープン前，紅葉シーズン前の一斉環境緑化整備作業

・レストハウスが営業しているか分からない（単なる休憩施設？）
→国道筋には用地の問題もあり看板類は出せないので，国道敷以外の場所を検討して幟等を出す。

・バスの停留所の場所が分かりにくい

・レストハウス周辺や駐車場の樹木が枯死し，倒木・枝落ちの恐れがある。
・景観を遮る樹木が増えているので，間伐してほしい。
・営業していない施設の看板の撤去
・入口看板が老朽化し，倒壊の恐れがある。更新してほしい。
・「藤」の老木が多く，景観を遮っているとともに，他の落葉樹を枯らす恐れがあるので，間引いてほしい。
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8 . 管理運営状況

１　施設全般の管理運営に関する業務 ※　該当しない項目については，「－」を記入してください。

２　利用者に関する業務

３　事業の実施

４　個人情報の取扱い

５　管理運営業務の収支等

9 . 施設所管課の総合評価

評　価　項　目 評　　価　　基　　準
自己
評価

所管
評価

（１）人員配置 管理運営に必要な人員及び有資格者を配置している。 ○ ○

（２）職員研修 業務に必要な職員研修や教育等を適切に行っている。 ○ ○

（３）管理記録 各種の管理記録（業務日誌等）を適切に整備，保管している。 ○ ○

（４）安全管理 日常の安全管理や緊急時のマニュアル整備等の体制を整備している。 ◎ ◎

（５）清掃・維持管理 施設，設備等の保守点検や維持管理等を適切に行っている。 ○ ○

（６）施設等の修繕 施設や備品等の修繕を適切に行っている。 ○ ○

（１）利用状況 事業計画書等に基づく利用者数や施設の稼働率がある。 ○ ○

（２）利用料金 利用料金の設定，徴収，減免，還付等の手続きを適切に行っている。 ◎ ◎

（３）利用者満足度 利用者ニーズの把握に向けた取組みを行っている。 ○ ○

（１）指定事業 仕様書，事業計画書に基づく事業を実施している。 ○ ○

（２）自主事業 施設の設置目的に沿った自主事業を実施している。 ○ ○

（１）個人情報の保護 協定書等に基づき適切に個人情報を取扱っている。 ◎ ◎

（１）収支状況 事業計画書等に基づく妥当な事業収支である。 ○ ○

（２）効率的な運営 経費の節減や利用料金収入の向上に向けた取組みを行っている。 ○ ○

（３）経理事務 専用口座，帳簿等を備え，適切な経理事務を行っている。 ◎ ◎

評　　価 評　価　の　考　え　方

◎ （優　良） 協定書や事業計画書等より優れた内容で管理運営を行った。

○ （良　好） 協定書や事業計画書等に基づき適正な管理運営を行った。

△ （課題有） 協定書や事業計画書等を下回る内容であり，一部の業務に改善が必要である。

× （改善要） 協定書や事業計画書等に基づく管理運営が行われなかったため改善を要する。

当該施設については，平成19年から現在の指定管理者と管理運営の協定を締結し運営されている。指定管理業務につい
ては，協定書に基づき，適切な管理運営がなされている。
鳴子峡を訪れる住民と観光客の利便と安全を図り，本市の観光振興に貢献している。指定管理者は，建物内及び公衆トイ
レの清掃の徹底とオープン前，紅葉シーズン前の一斉環境緑化整備作業を実施するなど，利用者が気持ちよく利用できる
施設環境の維持に努めている。
近年，熊出没警報の発令等の外部要因により利用者が減少している可能性も考えられるが，四季折々の鳴子峡の魅力をア
ピールできるよう，SNSを活用した情報発信を強化するとともに，利用者ニーズの把握に努め，営業期間内での利用促進と
サービス向上に取り組まれたい。
施設周辺の樹木の枯死・倒木防止については，安全管理の観点から緊急度や優先度を明確にしながら段階的に対応を進
める必要がある。また，景観阻害樹木の間伐，老朽化した看板の更新など，施設の景観維持については，市の厳しい財政
事情を踏まえて，第三セクターである指定管理者と協議の上，公共施設等総合管理計画に基づく現有財産の効率的運用
にそって，段階的に対応を進めていく必要がある。
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